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調査日 令和 年 月 日

1 調査時 ： ～ ：

調査員

所在地

世帯主

2 住　 家

4

5 構　造

6 階　高

7 外　力

8

50%以上
□

準半壊に至らない
（一部損壊）

□
中規模半壊

□
大規模半壊

□
全壊

20%以上

□
半壊

損害割合 10%未満 30%以上

準半壊に
至らない床下浸水 住家の損害割合

(浸水深の最も浅い部分で測定) 10％未満 （一部損壊）

40%以上

床上0.5m未満の浸水 住家の損害割合 半壊
(浸水深の最も浅い部分で測定) 20％以上

床上0.5m以上
１ｍ未満の浸水 住家の損害割合 中規模半壊

(浸水深の最も浅い部分で測定) 30％以上

浸水深

判定

外観

床上1.8ｍ以上の浸水 住家の損害割合

(浸水深の最も浅い部分で測定)

本調査票以外
の適切な調査
票を利用

□判定へ
(全壊)

全壊
50％以上

床上１ｍ以上
１.8ｍ未満の浸水 住家の損害割合 大規模半壊

(浸水深の最も浅い部分で測定) 40％以上

3

配
置
状
況

住家被害認定
調査票

水害
木造・プレハブ
第１次Ａ（外壁
及び建具の破

壊あり）

調査票
番　 号

□住家である（居住のために使用されている）

□住家全部が倒壊
□住家の一部の階が全部倒壊
□一見して住家全部が流失
□基礎のいずれかの辺が全部破壊し、基礎直下の地盤が流出・陥没

□木造・プレハブである

□住家が戸建ての１～２階建てである

□津波や河川の氾濫に伴う水流やがれきの衝突等により外壁及び建具が
破壊されている（「外壁」及び「建具」のそれぞれ１箇所以上に損傷程度
が 50～100％ （程度Ⅲ～Ⅴで、浸水による損傷を除く。）に該当する損
傷が発生）

■判定した住家の範囲が分かるように記載

該当しない
項目がある

「５」～「７」すべ
てに該当

いずれかに該当

浸水深
床上1.8ｍ

浸水深
床上1.0ｍ

浸水深
床上0.5ｍ

浸水深
床上浸水

浸水深
床下浸水
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A,B,C,D
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1.8

1.8

1.8

1.8
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調査日 令和 年 月 日

1 調査時 ： ～ ：

調査員

所在地

世帯主

2 住　 家

4

5 構　造

6 階　高

7 外　力

8

判定 □
準半壊に至らない

（一部損壊）

□
準半壊

損害割合 10%未満 10%以上

外観

本調査票以外
の適切な調査
票を利用

□判定へ
(全壊)

□住家全部が倒壊
□住家の一部の階が全部倒壊
□一見して住家全部が流失
□基礎のいずれかの辺が全部破壊し、基礎直下の地盤が流出・陥没

□木造・プレハブである

□住家である（居住のために使用されている）

30%以上 40%以上

□
中規模半壊

□
大規模半壊

住家被害認定
調査票

水害
木造・プレハブ
第１次B（外壁
及び建具の破

壊なし）

調査票
番　 号

3

配
置
状
況

20%以上

□
半壊

中規模半壊

1．8m未満の浸水 30％以上

準半壊
10％以上

床上0.１m以上 住家の損害割合 半壊

１ｍ未満の浸水 20％以上

床上0.１m未満の浸水 住家の損害割合

□住家が戸建ての１～２階建てである

□津波や河川の氾濫に伴う水流やがれきの衝突等によりが外壁及び建具
が破壊されているとはいえない（「外壁」又は「建具」のいずれかに損傷
程度が50～100％（程度Ⅲ～Ⅴで、浸水による損傷を除く。） に該当す
る損傷が発生、又はいずれにも発生していない）

浸水深

床上１ｍ以上 住家の損害割合

床上１.8ｍ以上 住家の損害割合 大規模半壊
40％以上

準半壊に
至らない床下浸水 住家の損害割合

10％未満 （一部損壊）

該当しない
項目がある

「５｣～「７」すべて
に該当

いずれかに該当

浸水深
床上1.0m

浸水深
床上0.1m

浸水深
床上浸水

浸水深
床下浸水

浸水深
床上1.8m
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調査日 令和 年 月 日

調査時 ： ～ ：

調査員

世帯主

6

住家被害認定
調査票
水害

木造・プレハブ

サンプル調査Ｂ
（その１）

調査票
番　 号

サンプル調査（戸建て１～２階建てで津波や河川の氾濫
に伴う水流やがれきの衝突等により外壁及び建具が破壊
されていない場合）

2 住　 家
□区域内に住家がある

（居住のために使用されている）

サンプル
調査Ａを
検討す
る。

区域図

□２のうち、木造・プレハブの住家
がある

サンプル
調査を行
うには不
適当であ
り、区域
を見直す
又は個別
に調査を
行う。

4 階　高
□３のうち、木造・プレハブの戸建

ての１～２階建ての住家がある

5 外　力

3 構  造

判定
区域内における木造・プレハブの

戸建ての１～２階建てのすべての住家
※

40%以上
□

大規模半壊

□４の住家について津波や河川の
氾濫に伴う水流やがれきの衝突
等によりが外壁及び建具が破壊
されているとはいえない（「外壁」
又は「建具」のいずれかに損傷
程度が50～100％（程度Ⅲ～Ⅴ
で、浸水による損傷を除く。） に
該当する損傷が発生、又はいず
れにも発生していない）

1
所在地

サンプル調査を行う区域の図面を添付。図面ではすべての住家の住棟の形と地形が明確であること

サンプル調査を行った四隅の住家について、それぞれA,B,C,Dのマークを施し、「その２」の調査票で調査結果

を記載すること。

「２｣～「５」すべてに該当

「２」～「４」に該
当しない
項目がある

※区域内の木造・プレハブの戸建ての１～２階建ての住家以外の住家については、別途個別に調査を行う。

「5」に
該当し
ない



D
床上1.8ｍ以上の浸水 住家の損害割合

大規模半壊
40％以上

上記に該当しない(床上1.8ｍ未満の浸水)

C
床上1.8ｍ以上の浸水 住家の損害割合

大規模半壊
40％以上

上記に該当しない(床上1.8ｍ未満の浸水)

B
床上1.8ｍ以上の浸水 住家の損害割合

大規模半壊
40％以上

上記に該当しない(床上1.8ｍ未満の浸水)

Ａ
床上1.8ｍ以上の浸水 住家の損害割合

大規模半壊
40％以上

上記に該当しない(床上1.8ｍ未満の浸水)

住家被害認定
調査票
水害

木造・プレハブ

サンプル調査Ｂ
(その２)

調査票
番　 号

サンプル調査（戸建て１～２階建てで津波や河川の
氾濫に伴う水流やがれきの衝突等により外壁及び建
具が破壊されていない場合）

6 サンプル調査結果

浸水深
床上1.8m

浸水深
床上1.8m

浸水深
床上1.8m

浸水深
床上1.8m
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+10
50

+10
50

+10
50

+10
50
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